
HRSB エネルギー研究活動助成活動報告（R4-12；岩手県立一関第一高等学校） 

 
令和５年 1 月 17 日（火）に、岩手県立一関第一高等学校の１年生 198 名に対して高大連携事業

の一環で科学的思考力養成講座（13:45～15:35）の出前授業を、同校のいわいホールで行いました。 
 

実施担当 岩手大学 理工学部 高木浩一 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記は、授業で用いた資料の一部です。また下の写真は、授業当日の様子の一部（実験と講義の様

子）です。授業は、(1) 理学と工学の違いについて知る、(2) 科学における実験の重要性（モデル化，

イメージ化）を学ぶ、(3) ブレーンストーイングを通した合意形成と概念を形にする方法を学ぶ、が目

的でした。講義では、研究の流れから事例、またアプローチとしての帰納的手法と演繹的手法につい

て説明し、実験ではエネルギーに関する実験を行い、グラフにまとめ、モデル構築までを行ってもら

いました。またエネルギーや環境に関する情報共有、合意形成などを目的としたマッピングや未来絵

の作成また発表も行いました。生徒さん、班で話し合って考えて、熱心に取り組んでいました。 
     


